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資
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災
害
と
石
造
物 

－

土
佐
市
宇
佐
萩
谷
の
地
震
碑

－

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
早
２
年
の
歳
月
が
流

れ
て
い
き
ま
し
た
。
平
成
25
年
３
月
12
日
付

け
の
『
高
知
新
聞
』
朝
刊
に
は
、
東
日
本
大

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
１
５
，
８
８
２
人
、

行
方
不
明
の
方
が
２
，
６
６
８
人
と
記
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、

日
本
観
測
史
上
最
大
の
地
震
で
し
た
。

　

さ
て
、
一
昨
年
の

京
都
・
清
水
寺
貫
主

森
清
範
先
生
が
揮
毫

さ
れ
た
字
は
「
絆
」

と
い
う
字
で
し
た
。

森
清
範
先
生
は
、
石

造
文
化
財
研
究
所
刊

行
の『
石
造
文
化
財
』

第
４
号
（
平
成
24
年

12
月
25
日
）
に
「
大

災
害
と
記
録
」
と
い

う
一
文
を
特
別
に
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
被
災
し
た
枯

れ
松
で
、
像
高
３
ｍ

の
大
日
如
来
坐
像
を
京
都
伝
統
工
芸
大
学
校

の
学
生
諸
氏
に
制
作
依
頼
し
、
台
座
部
分
は

被
災
地
の
人
々
に
ノ
ミ
を
打
っ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

に
、「
た
ず
さ
わ
っ
た
人
々
が
心
か
ら
冥
福

を
祈
り
、
亡
く
な
っ
た
方
と
心
か
ら
つ
な
が

り
、
連
帯
を
求
め
る
「
絆
」
そ
の
も
の
で
し

た
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち

日
本
人
は
、
過
去
に
も
大
災
害
を
受
け
、
悲

し
み
の
中
か
ら
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。「
し

か
も
、
災
害
の
惨
状
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と

文
書
や
石
造
物
に
記
さ
れ
て
い
る
」
と
先
生

は
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

映
像
と
い
う
記
録
方
式
の
な
い
時
代
、
災

害
の
記
録
は
口
伝
や
文
書
、
そ
し
て
石
造
物

な
ど
に
残
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
各
地
に
残

る
史
料
や
石
造
物
な
ど
が
過
去
の
人
々
の
未

来
へ
の
思
い
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。  

  

高
知
県
の
中
央
部
、
太
平
洋
を
望
む
土
佐

市
宇
佐
萩
谷
を
流
れ
て
浦
ノ
内
湾
に
注
ぐ
小

河
川
萩
谷
川
の
右
岸
に
地
震
碑
が
１
基
静
か

に
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
地
は
、
土
佐

市
高
岡
か
ら
塚
地
峠
を
越
え
て
宇
佐
に
至
る

遍
路
道
で
も
あ
る
旧
往
還
道
で
す
。
碑
は
基

礎
が
94
×
94
㎝
で
高
さ
13.8
㎝
、
基
壇
が
61
×

61
㎝
で
高
さ
18
㎝
、
請
部
が
38
×
37
㎝
で
高

さ
20.5
㎝
、
円
筒
形
状
の
身
が
高
さ
67.5
㎝
（
頭

部
が
5
㎝
）
で
直
径
35
㎝
で
す
。
総
高
約
110

㎝
と
な
り
ま
す
。
供
養
具
は
、
27.5
×
19.5
㎝
、

高
さ
11
㎝
で
、
径
8
㎝
で
深
さ
4
㎝
の
円
形

の
孔
が
穿
た
れ
て
い
ま
す
。
深
く
な
い
の
で

線
香
立
て
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
別
に
花
立
て

が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
請
部
は
、

上
面
を
塔
身
の
径
に
合
わ
せ
円
形
に
穿
ち
身

を
安
定
さ
せ
て
い
ま
す
。
正
面
に
蓮
華
を
刻

し
て
い
ま
す
。
身
部
中
央
に
「
南
無
阿
弥
陀

佛
」
と
刻
さ
れ
周
り
に
は
、
左
廻
り
に
長
文

の
銘
文
を
刻
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
碑
の
造
立
背
景
に
つ
い
て
は
、『
真

覚
寺
日
記
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
碑

は
一
般
の
人
は
説
明
が
な
い
と
墓
石
と
思
い

込
ん
で
し
ま
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
書
写

し
た
経
典
を
埋
経
し
て
お
り
経
塚
で
も
あ
る

の
で
す
。
つ
ま
り
経
塚
の
標
識
で
も
あ
り
、

供
養
塔
で
も
あ
る
の
で
す
。

土佐市宇佐萩谷　安政の地震碑実測図
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は　

じ　

め　

に 

◆

　　
「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
。」

幼
い
頃
、
よ
く
こ
の
言
葉
を
聞
か
さ
れ
た
方

は
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
海
岸
や
河

口
で
地
震
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
高
い
と
こ
ろ

へ
逃
げ
る
こ
と
を
口
を
す
っ
ぱ
く
し
て
忠
告

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
南
海
地
震
を
経
験

し
た
方
か
ら
、
津
波
は
海
だ
け
で
は
な
い
山

津
波
に
も
必
ず
注
意
す
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ

ま
し
た
。
地
震
碑
に
も
こ
れ
ら
に
関
す
る
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
地

震
碑
を
み
て
い
る
と
、
小
さ
い
頃
か
ら
の
防

災
教
育
の
重
要
性
を
感
じ
ま
す
。

　

戦
争
を
経
験
し
た
方
は
、
大
災
害
に
巻
き

込
ま
れ
る
と
、
こ
れ
は
戦
争
と
同
じ
だ
と
、

い
う
こ
と
を
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
命
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
３
・
11
以
降
、
地
震
や
津
波

に
対
す
る
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
東
日
本
大
震
災
（
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
）
は
、
貞じ

ょ
う

観が
ん

地
震
（
８
６
９
年
７
月
９

日
）
と
い
う
歴
史
上
の
大
地
震
を
私
た
ち
に

想
起
さ
せ
ま
し
た
。
東
日
本
大
地
震
を
機
に

歴
史
上
記
録
さ
れ
て
い
る
地
震
や
津
波
の
記

録
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
日
本
石
仏
協
会
理

事
を
努
め
ら
れ
て
い
る
岡
村
庄
造
氏
に
よ
り

当
館
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
地
震
碑
な
ど

の
拓
本
を
中
心
に
、
当
館
で
撮
影
し
た
写
真

も
併
せ
展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
地
震
碑

の
原
寸
大
模
型
も
展
示
の
予
定
で
す
。

　

◆ 
地
震
と
石
造
文
化
財 

◆

　

石
造
文
化
財
と
い
う
言
葉
を
、
近
年
よ
く

耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
用
語

に
つ
い
て
坂
詰
秀
一
氏
は
、「
仏
教
考
古
学

と
「
石
造
文
化
財
」」（『
石
造
文
化
財
』
第

１
号
、
２
０
０
１
）
の
中
で
以
下
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「「
石
造
文
化
財
」
と
は
歴
史
的
な
石
製
造

形
物
の
こ
と
を
指
す
慣
用
的
な
用
語
で
あ
る
。

「
埋
蔵
文
化
財
」、「
無
形
文
化
財
」
な
ど
の

行
政
用
語
を
想
定
し
て
の
呼
称
が
広
く
用
い

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、「
石
造

文
化
財
」
が
あ
た
か
も
学
術
用
語
で
あ
る
か

の
よ
う
な
錯
覚
を
も
っ
て
研
究
者
間
で
用
い

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
石
造
文

化
財
」
は
、「
石
造
文
化
」
と
称
す
る
慣
用

表
現
を
生
み
普
及
し
つ
つ
あ
る
。「
石
造
文

化
」
に
し
て
も
「
石
造
文
化
財
」
に
し
て
も
、

一
般
の
人
々
に
と
っ
て
判
り
易
い
。
石
で
造

ら
れ
た
も
の
と
い
え
ば
、
た
だ
ち
に
そ
れ
を

連
想
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ヒ
ト
が
造

り
だ
し
た
モ
ノ
、
ヒ
ト
の
作
品
と
し
て
理
解

さ
れ
る
。」
と
端
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
「
碑
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
も
み

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
碑
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
「
歴
史
資
料
と
し
て
の
碑
と
板
碑
」

と
題
し
て
（『
土
佐
史
談
』
第
１
８
８
号
「
土

佐
の
碑
特
集
号
」
１
９
９
２
年
）
に
述
べ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
碑
は
、
一
般
的
に
は
一

様
に
石
碑
を
さ
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
碑
と
い
う
用
語
は
、
石
の

表
面
に
碑
文
が
刻
さ
れ
た
も
の
の
総
称
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
回
の
企
画
展
で
は
一
括
し
て
こ
の
「
碑
」

と
い
う
名
称
を
用
い
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
す
る
地
震
碑
や
津
波
碑
と
呼
ば

れ
る
も
の
は
、
災
害
史
を
物
語
る
貴
重
な
石

造
文
化
財
で
、
地
域
で
は
良
く
知
ら
れ
た
資

料
で
す
。
近
年
こ
れ
ら
を
調
査
に
来
ら
れ
る

方
が
増
え
た
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
災
害
に
関
わ
る
石
造
物
に
は
仏
教

的
な
反
映
と
し
て
の
形
状
を
な
す
も
の
、
方

柱
の
形
状
を
な
す
も
の
、
自
然
石
を
利
用
し

た
自
然
石
状
の
も
の
、
神
社
の
玉
垣
な
ど

諸
々
の
形
状
の
も
の
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
に
は
、
必
ず
銘
文
が
刻
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

巻
頭
１
頁
に
紹
介
し
た
萩
谷
地
震
碑
の
身

部
の
銘
文
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

  「
南
無
阿
弥
陁
佛

　

安
政
元
甲
寅
歳
十
一
月
五
日
申
の
刻
大
地

　

震
日
入
／
前
よ
り
津
浪
大
尓
溢
れ
進
退
八

　

九
度
人
家
漂
流
／
残
る
家
僅
六
七
十
軒
溺

　

死
能
男
女
宇
佐
福
島
を
／
合
而
七
十
餘
人

　

な
り
き
都
て
宇
佐
の
地
勢
ハ
前
高
く
／
後

　

低
く
東
ハ
岩
崎
西
者
福
島
の
低
ミ
よ
り
汐

　

先
迯
／
路
を
取
巻
故
昔
寳
永
の
変
丹
も
油

　

断
の
者
夥
／
敷
流
死
能
由
今
度
も
楚
能
遺

　

談
越
信
し
取
あ
へ
／
須
山
手
へ
逃
登
る
者

　

皆
恙
な
く
衣
食
等
調
度
し
又
ハ
／
狼
狽
て

　

船
尓
の
り
な
と
せ
る
ハ
流
死
の
数
を
免
連

　

須
／
可
哀
哉
其
翌
日
ハ
御
倉
開
け
て
御
救

　

米
頂
戴
し
／
凍
餓
尓
至
る
も
の
な
く
誠
ニ

　

難
有　

御
仁
沢
下
り
希
れ
／
ハ
後
代
の
変

　

丹
逢
ふ
人
必
用
意
な
く
と
も
早
く
山
／

  

の
平
ら
な
る
傍
尓
岩
な
き
所
を
択
ひ
て
逃

　

よ
可
し
且
流
失
／
能
家
材
衣
服
等
拾
ひ
得

　

し
人
暫
時
内
福
尓
似
た
れ
と
も
間
／
も
な

　

く
流
行
の
悪
病
ニ
染
ミ
悉
皆
な
く
な
利
し

　

を
眼
／
前
見
聞
し
多
る
と
越
告
残
し
殊
ニ

　

両
変
溺
死
の
人
能
／
菩
提
越
弔
ん
為
尓
と

命
の
碑ひ

 

－

土
佐
の
地
震
・
津
波
碑

－

に
よ
せ
て

企
画
展

平
成
25
年
４
月
27
日（
土
）～
６
月
30
日（
日
）
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が
八
、九
度
襲
い
、
残

る
人
家
は
僅わ

ず

か
に
六
、

七
十
軒
で
宇
佐
・
福
島

合
わ
せ
て
死
者
七
十
余

人
と
し
て
い
る
。
宇
佐

は
前
が
高
く
、
後
ろ
が

低
く
、
東
西
の
低
地
よ

り
汐
が
入
り
込
み
、
逃

げ
道
を
取
り
巻
く
故
、

宝
永
地
震
（
宝
永
四
年

（
１
７
０
７
）
十
月
四

日
、
午
後
二
時
こ
ろ
発

生
）
で
多
く
の
人
が
流

死
し
た
と
い
う
と
の
遺

談
を
信
じ
て
、
取
り
あ

え
ず
山
手
に
逃
げ
登
っ

た
も
の
は
恙つ

つ
が

な
く
。
衣

食
を
整
え
た
り
、
慌あ

わ

て

て
船
に
乗
っ
た
者
は
、

津
波
の
犠
牲
に
な
っ
た
。

翌
日
に
は
、
救
援
米
が

出
さ
れ
て
有
り
難
い
こ

と
で
あ
っ
た
。
後
代
の

人
、
必
ず
用
意
な
く
て
も
山
の
平
ら
な
傍
に

岩
が
な
き
と
こ
ろ
を
撰え

ら

び
逃
げ
よ
。
家
財
や

服
を
拾
っ
た
人
は
一
時
は
得
だ
ろ
う
が
、
間

も
な
く
疫
病
に
罹か

か

り
悉

こ
と
ご
と

く
死
を
眼
の
前
に
み

た
こ
と
を
言
い
残
す
。
二
つ
の
地
震
・
津
波

の
溺
死
者
の
人
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
衆
議

し
て
こ
の
碑
を
建
て
た
。」
と
あ
り
、
安
政

丁
巳
（
安
政
四
年
〈
１
８
５
７
〉）
十
一
月

　

衆
議
志
て
此
碑
を
立
る
／
も
能
と
云
爾

　

安
政
丁
巳
十
一
月

邨
畊
助
識
」

　
　
※（「
／｣

は
銘
文
の
改
行
を
示
し
て
い
ま
す
。）

　

身
部
の
下
の
請
部
に
も
銘
文
が
刻
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
（
側
面
銘
文
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
世
話
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緑
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

傳
平

　
（
蓮　

華
）　　
　
　
　

久
市
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
右
エ
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶
和
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
次
郎
」

と
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
銘
文
に
よ
る
と
、「
安

政
元
甲
寅
年
の
十
一
月
五
日
申
の
刻
に
大
地

震
が
発
生
。
そ
れ
に
よ
り
発
生
し
た
津
波

　

西
村
耕
助
識
と
あ
り
ま
す
。

  
地
震
碑
は
、
社
寺
境
内
に
造
立
さ
れ
て
い

る
場
合
が
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
徳
島

県
の
例
と
も
一
致
し
て
い
ま
す
。
地
震
碑
な

ど
の
立
地
を
み
て
み
る
と
海
岸
の
近
く
の
河

川
流
域
に
み
ら
れ
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
津
波
が
河
川
を
逆
流
し
て
く
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
特
徴
に
つ
い
て
は
４
頁
の
地
図
を
参
考
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

  

地
形
の
分
か
る
写
真
に
も
地
震
・
津
波
碑

を
点
と
し
て
落
と
し
て
み
ま
し
た
。
地
震
・

津
波
碑
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
香
美
市
夜
須
町

以
西
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
れ
は
土
佐
の
地
形
の
特
徴
を
現
し
て
い
ま

す
。
南
海
地
震
の
時
は
東
が
上
が
り
西
が
下

に
沈
む
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
特
徴

の
一
つ
を
示
し
て
い
る
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

  

高
知
市
の
仁
井
田
神
社
の
玉
垣
の
地
震
碑

に
つ
い
て
最
後
に
述
べ
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
玉
垣
が
地
震
碑
と
な
っ
て
い
る
も
の

は
、
南
国
市
の
琴
平
神
社
に
も
あ
り
ま
す
。

仁
井
田
神
社
の
入
り
口
の
玉
垣
の
支
柱
に

「
嘉
永
七
年
（
１
８
５
４
）
十
月
末
よ
り
汐

が
狂
い
、
十
一
月
四
日
朝
す
ず
な
み
が
入
っ

た
。
五
日
夕
方
に
大
地
震
が
あ
り
間
も
な
く

津
波
が
く
る
。
そ
し
て
汐
が
狂
う
と
き
は
油

断
は
し
て
は
い
け
な
い
」
と
刻
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
次
の
頁
に
主
な
地
震
・
津
波
碑
の
分

布
と
所
在
地
を
記
載
し
ま
し
た
。

土佐の主な地震・津波碑の分布

仁井田神社の玉垣　高知市仁井田

土佐市萩谷地震碑の身部拓本
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地
図

番
号

地　

震　

碑　

名

所　

在　

地

１

夜
須
観
音
山
碑

香
南
市
夜
須
町
坪
井
観
音
山

２

西
山
観
音
寺
地
蔵
台
座

香
南
市
夜
須
町
西
山

３

岸
本
飛
鳥
神
社
懲
毖

香
南
市
香
我
美
町
岸
本
飛
鳥
神
社

４

上
岡
八
幡
宮
地
震
碑

香
南
市
野
市
町
上
岡
八
幡
宮

５

琴
平
神
社
玉
垣
地
震
碑

南
国
市
里
改
田
琴
平
神
社

６

仁
井
田
神
社
玉
垣
地
震
碑

高
知
市
仁
井
田
宮
内
仁
井
田
神
社

７

種
崎
久
保
家
墓
碑

高
知
市
種
崎
県
立
種
崎
千
松
公
園
墓
地

８

浦
戸
稲
荷
神
社
地
震
碑

高
知
市
浦
戸
稲
荷
神
社

９

北
高
見
宝
蔵
寺
跡
題
目
地
震
碑

高
知
市
北
高
見
町
（
通
称
高
見
山
）
宝
蔵
寺
跡

10

宇
佐
萩
谷
名
号
地
震
碑

土
佐
市
宇
佐
町
宇
佐
萩
谷

11

青
龍
寺
国
家
繁
栄
碑

土
佐
市
宇
佐
町
竜
青
龍
寺

12

寳
永
津
浪
溺
死
之
塚
碑

須
崎
市
西
糺
町
大
善
寺
墓
地
下

13

須
崎
市
大
善
寺
地
蔵
台
座

須
崎
市
西
町
一
丁
目

13

津
野
神
社
地
蔵
台
座

須
崎
市
青
木
町
津
野
神
社

14

久
礼
熊
野
神
社
震
災
碑

高
岡
郡
中
土
佐
町
久
礼
熊
野
神
社　

15

伊
田
海
岸
震
災
碑

幡
多
郡
黒
潮
町
大
方
伊
田
真
磯

16

入
野
加
茂
神
社
震
災
碑

幡
多
郡
黒
潮
町
大
方
入
野
東
浜
加
茂
神
社

17

下
田
水
戸
住
吉
神
社
碑

四
万
十
市
下
田
住
吉
神
社

18

五
味
天
満
宮
地
震
碑

土
佐
清
水
市
下
ノ
加
江
五
味
天
満
宮

19

清
水
中
浜
地
震
碑

土
佐
清
水
市
中
浜
（
ジ
ョ
ン
万
次
郎
記
念
碑
後
）

20

清
水
中
浜
峠
池
家
墓
所
地
震
碑

土
佐
清
水
市
中
浜
中
浜
峠
共
同
墓
地

21

三
崎
浦
震
災
供
養
石
仏 

２
基

土
佐
清
水
市
三
崎
浦
一
丁
目

22

三
崎
十
字
橋
碑

土
佐
清
水
市
三
崎
浦
四
丁
目

23

下
川
口
春
日
神
社
地
震
碑

土
佐
清
水
市
下
川
口
下
川
口
浦
春
日
神
社

24

大
島

神
社
の
潮
位
碑

宿
毛
市
大
島

土佐の主な地震・津波碑と分布
（写真は岡村庄造氏寄贈写真による）
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学
芸
課
・
事
業
課

　
平
成
24
年
度

　
　
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
休
館
中
の
工
事
に
つ
い
て

　

高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
平
成
３

年
（
１
９
９
１
）
５
月
に
開
館
、
建
物
や
施

設
は
20
年
以
上
経
過
し
て
い
ま
す
。
歴
民
館

は
、
県
内
唯
一
の
公
開
承
認
施
設
と
し
て
適

切
な
収
蔵
環
境
の
確
保
が
必
修
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
設
備
な
ど
の
老
朽
化
に
よ
り
、
収

蔵
保
存
環
境
の
確
保
が
急
が
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
平
成
24
年
12
月
24
日
か
ら
今
年
の
平

成
25
年
３
月
31
日
ま
で
休
館
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
収
蔵
施
設
の
温
湿
度
管
理
の
改
善
の
た

め
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
他
の
改
修

も
こ
の
期
間
中
に
行
な
い
ま
し
た
。

　

休
館
中
は
、
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
よ
り
平

常
通
り
開
館
い
た
し
ま
す
。
皆
様
に
は
ご
理

解
と
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

  　

博
物
館
施
設
の
心
臓
部
と
い
わ
れ
る
各
収

蔵
庫
系
統
の
空
調
設
備
を
新
し
く
す
る
改
修

を
行
な
い
ま
し
た
。
空
調
設
備
を
改
修
す
る

際
に
は
、
学
芸
員
は
文
化
庁
美
術
学
芸
課
、

高
知
県
文
化
生
活
部
文
化
・
国
際
課
、
高
知

県
教
育
委
員
会
文
化
財
課
、
建
築
課
な
ど
と

の
協
議
を
重
ね
、
さ
ら
に
独
立
行
政
法
人
国

立
文
化
財
機
構
東
京
文
化
財
研
究
所
の
検
査

を
受
け
ま
す
。
そ
の
後
、
１
年
間
に
わ
た
り

空
調
の
状
態
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

　

左
に
機
械
室
の
写
真
を
紹
介
し
ま
し
た
。

人
物
が
写
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
大
き
さ

が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

  

建
物
が
老
朽
化
す
る
と
台
風
の
時
な
ど
思

わ
ぬ
所
か
ら
水
の
侵
入
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
建
物
が
岡
豊
城
跡
の
二
ノ

段
と
接
し
て
い
る
部
分
な
ど
は
、
雨
水
が
多

く
流
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
博
物
館
に
と
っ
て

水
は
大
敵
で
す
。
前
も
っ
て
改
修
を
行
な
い
、

排
水
を
良
好
に
す
る
こ
と
で
、
建
物
が
常
時

高
湿
度
の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
こ
れ
は
総
合
的
防
虫
管
理

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

  

歴
史
民
俗
資
料
館
に
お
い
て
も
、
３
階
・

１
階
の
壁
付
き
の
大
型
展
示
ケ
ー
ス
に
飛
散

防
止
フ
ィ
ル
ム
を
内
側
よ
り
貼
り
ま
し
た
。

展
示
資
料
は
す
べ
て
撤
去
し
て
の
工
事
と
な

り
ま
し
た
。
２
階
の
展
示
室
は
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
時
に
す
で
に
貼
付
け
が
完
了
し
て
い
ま

す
。
こ
の
工
事
も
東
京
文
化
財
研
究
所
の
指

導
を
受
け
て
行
な
い
ま
し
た
。

　

登
録
文
化
財
旧
味
元
家
住
宅
主
屋
は
茅
屋

根
を
平
成
20
年
に
葺
き
替
え
ま
し
た
が
、
竹

に
虫
が
入
り
、
茅
の
重
み
な
ど
で
軒
が
下

が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
次
の
葺
き
替

え
ま
で
の
応
急
処
置
と
し
て
修
繕
を
行
な
い

ま
し
た
。
見
栄
え
は
悪
く
な
り
ま
し
た
が
、

安
全
確
保
と
文
化
財
保
存
の
た
め
に
補
助
柱

を
立
て
て
屋
根
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

正
面
入
口
の
タ
イ
ル
舗
装
は
、
開
館
か
ら

20
数
年
経
過
し
、
表
面
に
水
ゴ
ケ
が
付
着
し

雨
の
日
に
は
非
常
に
滑
り
易
い
状
態
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
こ
の
タ
イ
ル
舗

装
を
撤
去
し
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
と
し
、

お
客
様
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
た
。

1階　機械室収蔵庫系統新しい空調機

1階企画展示室壁面ケースに貼られたフィルム

補助柱をとりつけた旧味元家住宅主屋

既
存
収
蔵
庫
空
調
設
備
改
修
工
事

緊
急
改
修
及
び
雨
漏
り
修
繕
工
事

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
貼
付
業
務

旧
民
家
修
繕
業
務

入
口
歩
道
修
繕
業
務
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学芸員の机から
学
芸
員
の
机
か
ら

新
た
に
見
つ
か
っ
た

　
　
　
長ち
ょ
う

宗そ

我か

部べ

盛も
り

親ち
か
の
文
書

考
古

歴
史

民
俗

　

平
成
25
年
１
月
末
、
久
し
ぶ
り
に
学
生
の
こ
ろ
よ
く
調
査

に
通
っ
た
友
人
と
、
羽
田
空
港
か
ら
雪
が
残
る
池
上
本
門

寺
に
向
か
い
ま
し
た
。
池
上
本
門
寺
は
、
山
手
線
五
反
田

駅
と
京
浜
東
北
線
の
蒲
田
駅
を
結
ぶ
東
急
池
上
線
の
池
上

駅
近
く
に
あ
り
ま
す
。
池
上
本
門
寺
は
日
蓮
が
、
弘こ

う

安あ
ん

５

年
（
１
２
８
２
）
10
月
13
日
に
61
歳
で
入
滅
さ
れ
た
地
で
す
。

本
門
寺
に
は
、
紀
伊
徳
川
家
を
は
じ
め
、
関
係
す
る
大
名
家

の
墓
所
が
あ
り
ま
す
。
お
万
の
方
の
孫
芳
心
院
（
紀
州
徳
川

頼
宣
の
娘
、
鳥
取
藩
主
池
田
光
仲
の
妻
）
の
墓
所
は
、
万
両

塚
と
呼
ば
れ
特
に
有
名
で
す
。
宝
永
５
年
（
１
７
０
８
）
に

没
し
た
芳
心
院
の
墓
所
は
、
造
営
に
１
万
両
は
か
か
っ
た
で

あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
万
両
塚
」
の
呼
称
が
あ

り
ま
す
。

　

近
世
の
日
蓮
宗
大
外
護
者
と
し
て
知
ら
れ
る
芳
心
院
の
墓

所
に
は
、
生
前
に
寿
塔
と
し
て
建
立
さ
れ
た
宝
塔
が
あ
り
ま

す
。
後
に
墓
塔

と
な
り
、
塔
の

周
辺
に
は
四
周

を
巡
る
一
辺
26

ｍ
の
壕
が
あ
り

ま
す
。
修
復
に

伴
い
発
掘
調
査

が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
名
墓

の
調
査
は
今
注

目
さ
れ
て
い
ま

す
。　
（
岡
本
）

　

昨
夏
、
県
内
の
個
人
の
方
か
ら
、
長
宗
我
部
元
親
の
四
男
・

盛
親
が
発は

っ

給き
ゅ
う

し
た
判は

ん

物も
つ

（
公
文
書
の
一
種
）
を
ご
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。

  

内
容
は
、
盛
親
が
浦
戸
城
周
辺
で
屋
敷
地
を
与
え
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
向
に
引
っ
越
し
を
せ
ず
、
屋
敷
の
建
設
を

行
な
わ
な
い
國く

に

澤さ
わ

彦ひ
こ

衛え

門も
ん

を
厳
し
く
叱し

っ

責せ
き

し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
時
期
、
豊
臣
政
権
か
ら
の
軍ぐ

ん

役や
く

と
し
て
、
朝
鮮
出
兵

の
た
め
の
大
船
建
造
や
修
復
、
用
材
の
供き

ょ
う

出し
ゅ
つ

、
乗
組
員
で
あ

る
水す

い

主し
ゅ

の
派
遣
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
内な

い

政せ
い

の
一

部
を
父
元
親
か
ら
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
盛
親
は
、

何
と
し
て
も
海
沿
い
の
出
撃
拠
点
で
あ
っ
た
浦
戸
の
支
配
強

化
を
急
ぐ
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
従
っ
て
こ
れ
ま

で
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
家
臣
の
な
か
か
ら
、
特
に
有
能

な
者
を
急
遽
浦
戸
に
集
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

長
宗
我
部
氏
の
家
臣
団
に
は
、
通
称
「
一い

ち

領り
ょ
う

具ぐ

足そ
く

」
と

呼
ば
れ
る
領
地
に
根
付
い
た
地じ

ざ
む
ら
い侍

層
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
領
地
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
に
強
い
不
満
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う

し
た
事
態
と
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
文
書

の
な
か
で
盛
親
は
、
引
っ

越
し
完
了
の
期
限
を
10
日

間
と
し
て
い
ま
す
。
僅
か

10
日
で
彦
衛
門
が
引
っ
越

し
で
き
た
の
か
。
興
味
は

尽
き
ま
せ
ん
。（
野
本
）

　

１
月
の
あ
る
日
、
近
く
の
岡
豊
小
学
校
の
４
年
生
が
訪
ね

て
き
ま
し
た
。
水
に
苦
し
ん
で
き
た
定じ

ょ
う

林り
ん

寺じ

地
区
。
大
庄
屋

の
森
元
吾
郎
兵
衛
が
先
頭
に
立
っ
て
作
っ
た
溜
め
池
、
吾
郎

兵
衛
池
に
つ
い
て
勉
強
中
と
の
こ
と
。
そ
れ
は
良
い
の
で
す

が
、
定
林
寺
に
水
が
少
な
い
こ
と
を
歌
っ
た
当
時
の
歌
を
発

表
会
で
歌
い
た
い
の
だ
そ
う
で
す
。

  　

一
人
娘
を　

定
林
寺
へ
や
る
な

    　
　

 

定
林
寺
ひ
ん
田　

水
を
く
む

  

池
が
出
来
た
の
は
江
戸
時
代
初
期
で
す
か
ら
、
節ふ

し

を
調
べ

る
の
は
絶
望
的
。
し
か
た
な
い
の
で
、
歌
の
形
式
や
内
容
か

ら
考
え
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
歌
は
七
七
七
五
。
悪
口
を
歌
い

込
む
よ
う
な
歌
と
い
っ
た
ら
盆
踊
り
歌
の
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。『
高
知
県
の
民
謡
』
を
調
べ
る
と
、
あ
り
ま
し
た
！

七
七
七
五
の
南
国
市
の
盆
踊
り
歌
。
と
り
あ
え
ず
子
ど
も
達

に
そ
の
テ
ー
プ
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
岡
豊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
４
年
生

の
子
ど
も
達
は
盆
踊
り

の
節
で
見
事
に
こ
の
歌

を
歌
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
先
人
を
じ
っ

く
り
調
べ
、
そ
の
成
果

を
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
仕
立

て
で
紹
介
す
る
。
そ
の

内
容
の
深
さ
と
劇
仕
立

て
の
面
白
さ
に
は
学
芸

員
も
脱
帽
で
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
（
梅
野
）

東
京
都
大
田
区
池
上
本
門
寺
の

芳
心
院
墓
所

吾
郎
兵
衛
池

岡豊小学校4年生発表の一幕（2013．1．27）

芳心院殿墓所　大田区池上本門寺永壽院

長宗我部盛親判物　國澤彦衛門宛
※従わなければ｢即

そく

時
じ

(に)成
せい

敗
ばい

｣とあります
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毎
年
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
岡
豊
山

さ
く
ら
ま
つ
り
を
今
年
も
開
催
い
た
し

ま
す
。

   

今
年
も
、
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
は

じ
め
食
１
グ
ラ
ン
プ
リ
も
開
催
。

　

食
１
グ
ラ
ン
プ
リ
で
は
、
高
知
駅
前

旅
広
場
会
場
と
岡
豊
山
会
場
の
２
会
場

で
開
催
し
、
両
会
場
間
を
無
料
の
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
今
年
も
見
事
な
桜
と
グ
ル
メ

を
味
わ
い
に
岡
豊
山
へ
お
越
し
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
猪
野
）

　

長
宗
我
部
フ
ァ
ン
の

集
い
を
今
年
も
開
催
し

ま
す
。

　

戦
国
グ
ッ
ズ
の
販
売

や
長
宗
我
部
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。

　

今
年
も
長
浜
会
場
の

長
宗
我
部
ま
つ
り
と
の

連
携
に
よ
り
、
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
た
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
す
。（
猪
野
）

　

昨
年
９
月
、
歴
民
、
物
部
の
方
々
、

香
美
市
教
育
委
員
会
、
県
立
大
学
、
そ

し
て
顧
問
に
い
ざ
な
ぎ
流
の
研
究
者
を

迎
え
て
、
い
ざ
な
ぎ
流
や
地
域
の
文
化

を
調
査
・
発
信
す
る
会
を
発
足
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
香
美
市
物
部
町
の
旧
大

栃
高
校
に
館
蔵
の
民
俗
資
料
を
保
管
し

て
い
る
こ
と
に
端
を
発
し
た
も
の
で
す
。

９
月
23
日
の
記
念
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
第

一
人
者
の
小
松
和
彦
先
生
の
講
演
や
保

存
会
に
よ
る
舞
神
楽
の
公
演
が
あ
り
、

１
５
０
人
も
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

11
月
24
日
に
は
そ
れ
を
受
け
て
東
京
の

和
光
大
学
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
、
こ
ち
ら
も
好
評
で
し
た
。
そ
し
て

春
に
は
再
び
物
部
で
特
別
企
画
が
開
催

さ
れ
ま
す
。 

乞
ご
期
待
！　
　
（
梅
野
）

れきみんニュース

９月23日の記念セミナー。同会会長の宗石敎道氏の挨
拶（奥物部ふれあいプラザ）

第
４
回　

岡
豊
山
さ
く
ら
ま
つ
り

第
４
回　

長
宗
我
部
フ
ェ
ス 　

　
　

４
月
６
日（
土
）７
日（
日
）開
催

　
　
　

５
月
18
日（
土
）19
日（
日
）開
催

発
足
！

　

い
ざ
な
ぎ
流
と
物
部
川
流
域
の
文
化
を
考
え
る
会

◆ものべ再発見　第１回
　「新日本風土記　高知・神々と棲む村」
　　　上映とNHKスタッフによるトーク
　４月20日(土）13:30～　入場無料
　　会場＝奥物部ふれあいプラザ

◆いざなぎ流の里・物部
　映像･公演･体験､いざなぎ流尽くしの２日間！
　５月５日(日）11:00～・６日(月）9:30～
　　会場＝奥物部ふれあいプラザ・べふ峡温泉
　　参加費：２日とも＝１万３千円（宿泊費込）
　　　　　　１日目のみ＝１千円
　　※くわしくは､当館へお問い合わせ下さい

◆第２回旧大栃高校民俗資料一般公開
　四国民具研究会や猟師さんのお話など盛り沢山！
　５月25日(土)・26日(日）10:00～16:00
　　会場＝旧大栃高校　入場無料

旧大栃高校関連
いざなぎ流と物部川流域の文化を考える会

関 連 企 画
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岡
豊
風
日 

（
お
こ
う
ふ
う
じ
つ
） 

第
81
号

平
成
25
年
３
月
31
日

編
集
・
発
行　

(

公
財)

高
知
県
文
化
財
団

　
　
　
　
　
　

高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館

〒
783

－

0044　

南
国
市
岡
豊
町
八
幡
１
０
９
９

－

１

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
８
８(

８
６
２)

２
２
１
１

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
８(

８
６
２)

２
１
１
０

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

年
末
年
始
12
月
27
日
～
１
月
１
日　

　
　
　
　
　

臨
時
休
館
あ
り

観
覧
料　

通
常
期[

常
設
展]

大
人(

18
才
以
上)

　
　
　
　
　

450
円
・
団
体 (

20
人
以
上)

360
円

　
　
　
　
　
〔
特
別
展･

企
画
展
〕常
設
展
示
込
500
円

　
　
　
　
　

団
体(

20
人
以
上)

400
円

無
料
：
高
校
生
以
下
、高
知
県
及
び
高
知
市
長
寿
手

帳
所
持
者
、療
育
手
帳･

身
体
障
害
者
手
帳

･

障
害
者
手
帳･

戦
傷
病
者
手
帳･

被
爆
者

健
康
手
帳
所
持
者
と
そ
の
介
護
者(

１
名)

　
　
　
　
　
　
　
　

印
刷
・
川
北
印
刷
株
式
会
社

http://www.kochi-bunkazaidan.or.jp/~rekimin/
Eメール：rekimin@kochi-bunkazaidan.or.jp

平成25年 ４月～６月の催し

◦電話等で要予約（定員100名）観覧料要

◦電話等で要予約（定員100名）観覧料要

　2011年（平成23年）3月11日午後2時46
分頃、東北地方太平洋沖地震（Ｍ９）が発生
しました。想像を絶する津波が東北地方を襲
いました。土佐も南海地震による地震や津
波の被害を過去に受けています。映像のない
時代当時の人々は、口伝や文書、そして石に
銘文を刻み、自分たちが受けた地震や津波
の被害を未来に伝えようとしました。
　今回は、土佐の地震碑を拓本と写真で紹
介します。　　　

命の碑 －土佐の地震・津波碑－

会場：1階企画展示室

講 演 会

講　座

６月８日(土)　14:00～16:00
｢地震考古学からさぐる21世紀の巨大地震」
　　　　　　　　　講師：産業技術総合研究所客員研究員　寒川　旭氏

６月１日(土)　13:00～16:00
テーマ　災害と石造文化財－阿波・土佐－
　◦阿波の地震碑と津波碑　13:00～14:00
　　　　　　　　　　　　講師：徳島市教育委員会　大川沙織氏

　◦土佐の地震碑と津波碑　14:00～15:00
　　　　　　　　　　　　講師：日本石仏協会理事　岡村庄造氏

　◦災害と石造文化財を語る　15:00～16:00
　　　パネラー：岡村庄造氏・大川沙織氏　　 司会：当館学芸員　岡本桂典

江戸時代の南国
－地域資料にみる人々のくらし－
平成25年７月27日(土)～９月１日(日)

平成25年度　高知・岡山文化交流事業Ⅱ

備前焼 －薪と炎が織りなす土の美－
平成25年10月19日(土)～12月８日(日)
(展示作業に伴い3階総合展示室の臨時休室があります）

平成25年 4月27日(土)～6月30日(日)

◦予約不要・観覧券要（講師:担当学芸員）展示室トーク
5月11日（土）14:00～15:00
5月25日（土）14:00～15:00

企画展

関連行事

特別展・企画展予告

夏の企画展

秋の特別展

土佐市宇佐の地震碑

備前焼
緋襷大徳利
安土桃山期

歴民の日　５月３日（金・祝）観覧料は無料です
◦長宗我部氏の武将になろう　9:00～12:00　13:00～16:00(予約不要)
◦折り紙でかっこいい兜をつくろう　13:30～15:30（予約不要）
◦土佐民話の家�　(お話　市原麟一郎さん)　14:00～15:00（要予約）

 平成24年度高知・岡山文化交流事業Ⅰ

『特別展　刀 武士の魂
  －備前の名刀と土佐ゆかりの刀剣－』

Ａ４版　　114頁
価　格　  1,000円
送　料　　340円

岡山県立博物館所蔵の
備前の名刀（古刀）と
一国兼光（国重文）な
ど土佐ゆかりの刀剣を
多数収録。

土佐の出土銭貨２　須崎
市押岡土居の谷遺跡①　
研究史
………………岡本　桂典

寺石正路資料調査報告Ⅲ
寺石正路自叙伝『燈下與
児談』上
…………………野本　亮

［資料調査員報告］

浦戸湾の和船－和船の建
造を試みる方のために－
………………芝藤　敏彦

Ａ４版　　102頁
価　格　1,500円
送　料　　340円

○郵便振替口座番号　01600-2-38806
○加 入 者 名　高知県立歴史民俗資料館
　2冊以上のご注文はお問い合わせ下さい。

 『高知県立歴史民俗資料館
研究紀要』第18号

新刊のご案内


